



































































































で練習を行い、BB 試技、BR 試技、RR 試技の順に
実施した。なお、 1 試技は 3 回ずつ行い、試技間
には 3 分間の休憩を設けた（図 6 ）。
壁反力と床反力、関節角度のデータ算出
前面の壁に加える押し動作時の力の測定については、
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